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昭和50年 4月. 5 t-J号 学 報 第1 61号
関 イ系 法 � 0 国立大学の学科 及ぴ課程並びに講座及び学科自に関する省令等の一部を改正する省令（同
（官報掲）
4 . 1 6  
載月日 0 国丘学校設置法！必行規則の一部を改正する省
法 律 令（同17) 4. 22 
0 国立学校設置法の一部を改正する法律（27) 4. 22 0分子科 学研究所組織運営規制（同18) 4. 22 
0文部省設置法の一部を改正する法律（32) 5. 30 0教 育公務員特例法！庖行令第 3条の 2 の規定に
政 令 基づく分子科 学研究所の所長等の選考の手続
0 国立大学の大学院に置く研究科 の名称、及び課 に関する省令（同19) 4. 22 
程を定める政令（7 3) 4 . 1 0 国立大学の学科 及ぴ課程並びに講座及ぴ学科
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9 - 2) 
告 示
0 国立の学校における 授業料その他の費用に関
する省令の規定により寄宿料の額を月 額1 6 00
円とする寄宿舎の規格を定める件（文部 36)
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昭和50年4 月・5 月号 学 報
富山大学学則の一部を改正する学則
富山 大学学則（昭和2 5年1月2 0日制定）の一部を次のように改正する。
第16 1 号
第 3 5条第 1項中「 5,000円Jを「7, 500円Jに改め． 同 条第 2項中「12,000円」を「 50,000円」に改める。
第 36 条の次に次の 1 条を加える。
第36条の2 入学前l年以内において入学する者の学資を主として負担している者が死亡し． 又は入学する者若
しくは入学する者の学資を主として負担している者が風水害等の災害を受けたこと等により． 入学料の納付が
著しく困難なため． 入学料の全額又は半額の免除を受けようとすると きは． 別に定める書類を添付して． 所定
の期日までに教 養部長又は学部長を 経て学長に願い出なければならない。
第4 4 条の次に次の 1 条を加える。
第44条の2 保健管理センターに所長をおく。
2 所長は， 学長の命を受け保健管理センターに関する事 項を掌る。
第6 2条中「5 ,000円」を「6, 000円Jに． 「12 ,000円」を「3 0,000円」に改める。
第6 6 条第2 項中「 2, 500円Jを「 3 ,000円」に， 「6 ,000円」を「1 5,000円」に改める。
第6 7条第4 項中「2 ,5 00円」を「 3 ,000円」に． 「4 ,000円jを「5,000円Jに改める。




別表第 1の文理学部の項中「国文学及ぴ漢 文学Jを「国文学」に改め， 「細胞生物学Jの次に「 環境生物学J
を加え． 同表教育学部の項中「地学」の次に「理科教育Jを． 「 美術理論・美術史」の次に「 美術科教育」を，





学 部 A寸L• 科 等 入 学 定 員 総 定 員
文章
部
文 fふLι－ 科 80名 2 80名
理 学 科 1 35 名 5 20名
教 小学 校 教員 養成課 程 14 0名 4 80名
育 中 学 校 教員 養成 課 程 5 0名 200名
学 養護学 校 教員 養成課程 20名 80名
音E 幼稚園教員養成課 程 30名 12 0名
語学
部
経 済 寸品＂： 科 12 0名 5 6 0名
経 営 学 科 12 0名 24 0名
薬 薬 A寸Lιー 科 55 名 2 10名
学
部 製 薬 it 品寸＇： 科 50名 200名
電 気 工 寸直主ん . キヰ 5 0名 2 00名
工 工 業 化 A寸4• 科 4 0名 16 0名





























2 昭和50年度の入学． 編λ学． 再入学又は転入学に係る検定料の額は． 第35条第 1項． 第62条． 第6 6条第2項
及び第67条第4項の規定にかかわらず． なお従前の例による。
3 薬学部に在学する者に係る在学期間については． 第2 2条の規定にかかわらず， 昭和5 4年 4月1日 以後在学す
ることはで きないものとし． 昭和5 4年3月31日に同学部に在学する者は． 同学部を�業するため必要であった




昭和50年 4月 2 日
富山 大学長林 勝次
富山大学教員の停年に関する 規則の特例に関する 規則の一部を改正する 規則
富山大学教員の停年に関する規則の特例に関する規則（昭和50年 3月14日制定）の一部を次のように改正する。
第1条及び附則第 2項中「富山 県に置かれる国立医学教育機 関創設準備 室jを「富山 医科薬科 大学創設準備 室」
に改める。
附 則
この規則は， 昭和50年 4月 2日から施行する。
富山大学大学院学則の一部改正
富山 大学大学院学則の一部を改正する学則を次のとおり制定する。
昭和田年 4月 2 5日
富山大学大学院学則の一部を改正する学則
富山 大学大学院学則（昭和4 2年5月19 日制定）の一部を次のように改正する。
第2 1条第4 号中「前 号Jを「第1 号」に改める。
第 27条中「5 ,000 円」を「7,500 円Jに改める。
第28条中「12,000 円」を「50,000 円」に改め． 同条の次に次の1条を加える。
第28条の2 入学料の減免の扱いについては． 大学学則の規定を準 用する。
附 則
1 この学則は． 昭和50年 4月 25日から施行し． 昭和50年 4月 1日から適用する。
富山 大学長林 勝次
2 昭和50年度の入学． 転入学又は再入学に係る検定料の額は． 第27条の規定にかかわらず． なお従前の例によ
る。
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富山大学教育学部附属学校規則の一部改正
富山大 学教育学部附属学校規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和 5 0 年 5月9 日
肖山大学長林 勝次
富山大学教育学部附属学校 規則の一部を改正する 規則
富山大 学教育学部附属学校規則 （昭和41年 1月 17日制定） の一部を次のように改正する。
この規則中「および」を「 及ぴ」に． 「またはj を「又はjに． 「行なう」を「行うjに改める。
第8条の 表 を次のように改める。
区 分 学 級 数 学級定 員 入 学定 員 総 定 員
普通学級 12 40名 80名 480名
声寸主a－ー 校
特殊学級 3 12名 12名 36名
普通学級 12 45名 180名 540名
中 再寸t，ー 校
特殊学級 3 12名 12名 36名
幼 稚 菌 普通学級 2 3 5名 3 5名 7 0名
第12条第2項中「 2,40 0円」を「 6, 0 0 0円」に改める。
附 則
この規則は． 昭和 50年 5月9 日 から施行し 昭和 50年4月 1 日 から適用する。
富山大学教育学部教授会規程の一部改正
富山大学教育学部教授会規程の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和 50年 5月9 日
富山大学教育学部教授会 規程の一部を改正する 規則
富山大学長 林 勝次
富山大 学教育学部教授会規程 （昭和27年 1月27 日 制定） の一部を次のように改正する。
題名を次のように改める。
富山大学教育学部教授会規則
この規則中「ならぴにJを「並ぴに」に． 「およびjを「 及びJに． 「またはjを「又はJに改める。
第6条第2項中「木 曜 日 」を「水 曜 日 jに改める。
附 則
この規則は． 昭和50年 5月9日 から施行する。
富山大学保健管理センタ一規則の制定
富山大 学保健管理センタ一規則を次のとおり制定する。
































第5条 センターに関する基本的な 事項を審議するため， 保健管理センター委員会（以下「センタ一委員会」と
いう。）を置く。
第6条 センター 委員会は， 次の各号に掲げる 事 項を審議する。 ただし， 第2号に関しては． 次条第 1 号 から第











2 前項第 4 号の委員は， 学長が命ずるものとし， 任期 は2年とする。 ただし， 再任を妨げない。
第8条 センタ一委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。
2 委員長は． センター委員会を招集し． その議長となる。
3 委 員長に 事故あるときは， あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代 行する。
第9条 センタ一委員会は， 委 員の半数以上が出 席しなければ開会 することがで きない。 議事は出席者の過半数
をもって決し， 可否同数のときは． 議長の決するところによる。
2 議長は必要に応じ委 員以外の者をセンタ 委 員会に出席させ． 意見を述べさせることができる。
（保健管理センター運営委員会）
第10条 センタ一委員会に． センターの適正な運営を図り． 保健管理の充実を期 するため． 保健管理センター運
営委員会（以下「運営委員会Jというの）を置く。
第11条 運営委員会は， 次の各 号に掲げる 事 項を審議する。
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( 1 ) センターの事業計画に関すること。
(2 ) センターの具体的運営に関すること。
(3 ) その他所長 が必要と認める事項
第12条 運営委員会は． 次の各 号に掲げる委員をもって組織する。
( 1) センターの所長 及び教官
(2 ) 第7条第l項第4 号 に掲げる教官
(3）学生部長 及ぴ学生部次長
(4 ) 人事課長． 主計課長． 学生課長 及び厚生課長
第13条 運営委 員会に委員長 を置き． 所長 をもって充てる。
2 委員長 は． 運営委員会を招集し， その議長 となる。
報
3 委員長に事故あるときは． あら かじめ委員長の指名する委員がその職務を代 行する。
第16 1号
第14条 運営委員会は， 委 員の半数以上が出席しなければ開会することができない。 議事は出席者の過半数をも
って決し司 可否同数のときは， 議長の決するところによる。









この規則は． 昭和50年 5月30 日 から施行し， 昭和 50年4月 1 日 から適用する。
富山大学保健管理センターの所長及び教官選考規則の制定
富山大学保健管理センターの所長 及び教官選考規則を次のとおり制定する。




第1条 この規則は． 富山大 学保健管理センタ一規則第4条第3項の規定に基づき． 富山大 学保健管理センター
の所長候補者及び教官の選考に関し． 必要な事項を定める。
（所長候補者の選考）
第2条 所長候補者の選考は． 富山大 学保健管理センタ一委員会（以下「センター委員会Jという。）の推薦に基
づき学長が行う。
2 センター委員会は． 前項の推薦に当たっては本学の教授． 助教授 及びその予定者の中から所長 候補者を選定
するものとする。
（所長候補者の選考の時期 ）
第3条 所長候補者の選考は． 次の各 号のーに該当する場合に行 う。
(1) 所長の任期 が満了するとき
(2 ） 所長 が辞任を申し出たとき
(3）所長 が欠 員となったとき
2 前項第1号に該当する場合の選考は． 任期 満了の30日前 まで に． 同項第2 号又は第3号に該当する場合は．
速やかにこれを行わなければならなし、。
- 7一
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（所長の任期 ）
第4条 所長の任期 は 2年とし， 再任を妨げない。
（教官の選考）
第5条 教官の選考は． センタ一委員会の議を経て． 学長が行う。
（選考委 員会）
第6 条 センタ一委 員会は． 教官を選考する場合． 選考委員会を 設ける。
2 選考委員会の委員は． 所長（教授に限る。） 及ぴセンター委員会が選出した教授（原則として4名） をもって
構成する。
3 選考委員会は． 富山大学教員資格基準により教官候 補者を審査選定し， センタ一委員会に報告する。
（教官候 補者の内申）
第7条 センタ一委員会は． 前条第3項の教官候 補者について可否を決定する。








富山 大学長 林 勝次
富山大学教員（教授・助教授・講師）選考基準の一部を改正する 規則
富山大学教員（教授 ・助教授・講師） 選考基準（昭和29年 5月·28日制定） の一部を次のように改正する。
第l条を次のように改める。

















第2条 本会は， 大学院研究科 長又は学部長（教養部所属学生にあっては教養部長）を経て願い出た学生の授業
料及び入学料の免除又は徴収猶予並ぴに寄宿料の免除につき審議する。
附 則
この規則は． 昭和 50年 5月30日から施行し． 昭和 50年4月 1日から適 用 する。
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富山大学認定講習委員会規則の一部改正
富山大学認定講習委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和 50年 5月30 日
富山大学長 林 勝次
富山大学認定講習委員会 規則の一部を改正する 規則
富山大学認定講習委員会規則 （昭和25年 5月23日制定） の一部を次のように改正する。
この規則中「およびJを「及ぴ」に改める。
第4条を次のように改める。
第4条 本会に委員長1名． 幹事 1名を置く。
2 委員長は、 教育学部長をもって充て， 幹事は庶務部長を充てる。
附 則






富山大学大学院薬学研究科 規則 （昭和42年 5月 1 9日 制定） の一部を次のように改正する。
別 表薬学専攻の項中「｜薬品作 用 学特論II I 2 I Jの次に「｜環境衛生分析学特論I 2 I Jを加える。
附 則




昭和50年度第l回評議会（ 4月2 5日 ）
く報告事項〉
( 1) 富山 医科薬科大学創設準備案の発足について
ζ審議事項〉
( 1) 富山 大学学則の一部を改正する学則 （案） について





( 5）昭和 50年4月 経済学部・ 薬学部卒業認定について
(6) 昭和 50年度追加合格者の判定について
第2回評議会（ 5月 9 日 ）
ζ審議事項〉







( 1）昭和 51年度国立 学校特別会計予算の概算要求につい
て
ζ審議事項〉

















発令年月日 ｜ 氏 名
50. 4 1 l 深 井 悦 子
II 大 森 賢 二
II 丹 羽 昇
II 火 原 克 二
II 演 谷 尚 生
II j中 国 昭 夫
II 島 田 芳 一
JI 吉 田 耕 造
II 田 近 恵 子
II 樋 口 泰 弘
II 高 城 光 雄
JI 岩 永 晴 男
II 石 田 精 一
II 長 谷 博 行
II 浅 野 茂
JI 丹 保 豊 和
’F 門 国 重 利
II 長津瑠美子
II 黒 田 明 美
II 松倉い〈子
II 荒 井 秀 行
” 藤 本 正 文
50. 4. 3 川又忠次 郎
50. 4. 8 菅 回 静 子
50. 4 . 1 1  中 村 敦 子
50. 4 . 1 6  北 村 和 洋
50. 5. 1 川 上 重 信
II 長 崎 梧
II 元 尾 宏 美
II 松 下 イ ト
50. 4 . 1 永 田 英 正
II 鳴 橋 直 弘
学 報 第161号
人 事 異 動
発令前 の所属 官 職 異 動 内 容 発 令 者
教頭 （ 教 育学部附属幼稚園） 文 部 大臣
助手 （経済学部 ） 富山 大学長
II \ II II 






文部事務官 （ 庶務部 人事課） ” 
II II II 
II II II 
JI II II 
文部技宮 （工学部 ） II 
JI II II 
JI II II 
” （ 和漢薬研究所） JI 
事務補佐員 （ JI ” 
II II II 
” （教養部 ） II 









臨 時用 務員 （学生課作業員） 富山 大 学 長
技能補佐 員 （ 工学 部電話交換手 ） 富山 大学長
事務補佐員 （工学部 ） 富山 大学長
事務補佐員 （工学部 ） 富山 大学長
文部事務官 （教育学部 ） 富山 大学長
JI （経済学部 ） II 
II II II 












所 教 授 （文理学部 ） 文 部 大臣
助 手 （文理学部） 助教授 （ 。
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50. 4 . 1 貫 清 隆 講師 （教育学部） 助教授 （教育学部） 文 部 大臣
If 佐々木 I告 If If If ” If 
If 笹 倉 毒 介 If （工学部） If （工学部） If 
If 寺 岡 弘 文 助 手 （ 和漢薬研究所） 東 京 医科歯科大学助教授難治疾患研究所 If 
If 谷 川 岩 男 教諭（教育学部附属小学校） 教頭（教育学部附属小学校） II 
II 藤 田 郡 司 横浜国立大学経理部主計課長 経理部長 II 
If 重要 丸 博 文 大阪 大学庶務部入学主幹 学生部次長 If 
















長 経理部経理課長 II 
昇任 II 山 地 啓 司 東 京 大学助 手教育学部 講師 （教育学部） 富山 大学長
” 中 山 幹 夫 東 京 工業大学助手工学部 ” （経済学部） II 
’t 坂 口 正 志 助 手 （経済学部） II 柿 II 
II 中 村 哲 夫 大阪 大学助手文学部 II （教養部） II 







50. 4. 2 涌 井 芳 朗 薬 学部 学務係学生主任 富山 医科薬科大学創設準備ー室長総務係長 富山 大学長
If 庚 回 浩 文部事務官 （学生課） 薬学部学務係学生主任 II 
50. 4 . 16 金 子 基 之 助教授 （教育学部） 教授 （富山医科 薬科大学創設準備集） 文 部 大臣
II 泉 田 祭 ー 助 手 （経済学部） 講師 （経済学部） 富山 大学長
50. 5. 1 堀 重 男 薬 学部庶務係庶務主任 学生課学生会館係長 富山 大学長
” 岡 山 一 雄 文部事務官 （和漢薬研獅） 庶務部庶務課学事調査係法規主任 II 
II 高 森 義 II （厚生課） 厚生課保健係保健主任 If 
II 瀬 川 慶 之 II （経済学部） 教育学部附属 学校係 総務主任 If 










等専門学校学生課） 庶務部人事課 富山 大学長
50. 5. 1 辻 莞 東 京 大学助手理学部 助手（薬 学部） 富山大学長
If 回 光 雄 文部事務官（教育学部） 体育局ス ポーツ課登山 研修所 文 部 大臣
II 矢 後 和 子 II （経営短期 大学部） 庶務部人事課 富山 大学長
転任 II 
II 森 井 正 （体育局スポーツ課登山研修所） 教育学部 II 
湯 浅 健 一 II 工学部” （富山商船高等専門学校学生課） II 







If 梶 原 和 枝 If （附属図書館） II II 
50. 4. 1 三 賓 政 美 秋田大学助教授教育学部 助教授 （文理学部） 文 部 大臣
If 柳 田 友 道 東京大学教授応用微生物研究所 教授 （薬学部） II 
” 平 松 博 金沢大学教授 II （国立医学教育機関創設準備率） II 
II 間 野 潜 龍 教授 f文理学部） 大阪 外国語大学教授外国語 学部 II 
II 若 山 浩 司 助教授 （経済学部） 奈良女子 大学助教授家政 学部 II 
If 井 上 英 世 庶務部人事課長 庶務部庶務課長 II 
II 永 野太亭阿希 三重大学学生課長 庶務部 人事課長 II 
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�工1 野 村 学 経理部経理課長 経理部主計課長 文 部 大臣
II 里 見 5L 学生部次長 東北 大学学生部次長 II 
II 111- 音［） - j愛 庶務部庶務課長 埼玉 大学府、務部庶務課長 II 
II 鈴 木 孝 雄 経理部主計課長 三重 大学 経理部主計課長 II 
II 1日i釘目 善 郎 文（部経理事務部官主計課警務員） 厚生課 富山大学長← 
II 開 発 勝 用務員（工学部作業員） 文部事務官（工学部警務員） II 












立医学教育機関創設準備宗） 教 授（富山医科薬科大学創設準備室） 文 部 大臣






関 富山医科薬科大学創設準備 室事務長 ” 
II 回 口 和 彦 大島商船高等専門E株会計課長 富山医科薬科大学創設準備室主幹 II 
II 中 村 恵 二 文部事務官（工学部） 学生課 富山大学長
50. 4 . 1 0  千 田 淳 一 文部事務官（薬学部） 富山医科薬科大学創設準備室 富山 大学長
50. 4 . 16 木 村 正 康 教授（薬学部） 教授（富山医科薬科大学創設準備室） 文 部 大臣
50. 5 . 1 中 回 目召 暗； 学生課学生会館係長 学生課学生係長 富山 大学長
II 山 下 書 和 学生課学生係長 教 育学部附属学校係長 II 
II 渡 辺 国 男 教 育学部附属学校係長 経済学部会計係長 II 
II 堀 手IJ秋 文部事務官（教 育学部） 経理部主計課 II 
配置換
II 真 悶 ｜唱lj II （工学部） II II 
II 石 田 精 一 II （庶務部人事課） 経理部 経理課 II 
II 荒 谷 孝 之 II （工学部） 施設課 II 
II 高 瀬 邦 弘 II （庶務部庶務課） 文理学部 II 
II ム円t己s �文L 功 II （庶務部人事課） 教育学部 II 
II 森 田 美喜子 II （ 経済学部） II II 
II 高 塚j青 文 文部技官（工学部） II II 
‘’ 多 村 節 子 文部事務官（教養部） II II 
II 樋 口 泰 弘 II （庶務部人事課） 経済学部 II 
II 角 井 与志雄 ” （教 育学部） II II 
II 松 村 すゑ子 II （教養部） II 別
II 近 岡 忠 夫 II （教 育学部） 薬 学 部 II 
II 高 城 光 雄 II （庶務部人事課） 工 学 部 ’f 
，， 岡 回 東 彦 II （ 経理部主計課） II II 
II 涌 井 三枝子 II （府、務部人事課） 教 養 部 II 
II 堀 和 子 II （ 経理部 経理課） ” II 
II 金 岡 ス ミ子 II （教 育学部） II II 
II 中 田 孜 II （文理学部） 和 漢薬研究所 II 
” 岩 永 晴 雄 ” （庶務部人事課） 附属図書館 II 
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50. 5. 1 坂 東 康 子
II 諏 訪 手lj 明
50. 4 . 1 平 松 博
50. 4 .  2 平 松 博
II 大 島 俊 雄
50. 4. 12 山 崎 高 態
50. 4 . 16 木 村 正 康
II 西 荒 介
併任
II 木 村 正 康
50. 4 . 2 5  小 森 典
II 斉 藤 節
50. 5. 1 平 松 博
II 武 田 庄三郎
50. 5 .  9 岩 槻 富 治
50. 4. 1 キ本 勝 次
事務 50. 4. 2 平 松 博取扱
50. 5. 1 平 松 博
職命務令 50. 5. 1 伊 藤 信 一
50. 5 . 12 林 51.. 
休職
50. 5 . 13 伊 東 輿三次
50. 4. 1 蓮覚寺 外茂 雄
” 奥 村 成 盛
II Jll 又 忠次郎
II 河 内 美 代
辞職
II 北 角 正 雄
II 高 辻 きみ子
II 酒 井 正 保
50. 4 . 30 金 代 貞 次
50. 4. 1 石 崎 平 三
II 野 田 政 雄
50. 4. 2 山 淵 利 文
退職 II 水 井 謹 作
50. 4 . 11 栗 林 繁 治
II 石 田 政 行












































































国立医 学教 育機 関創設準備室長解除
富山医科薬科大 学創設準備室
薬学部附属薬草園長（52. 4 . 11まで）
評議員 解除（48 . 6 . 1 -50. 4 . 15 ) 
評議員 （50. 5. 31まで）
教授 （薬学部） (50.4.16 -50 . 9. 30) 























休職期 間 50. 11. 11まで
休職期 間 更新 50. 11. 26 まで
50. 3 . 3 1 限り
II 
50. 4. 1 限り
II 







































昭和 50年4月・5月号 品手且・ 報 第161号
品ザ込ー 内 諸 報
勤続20年
永年勤続者表彰 庶 務部 小林 武 経 理 部 伊藤 信一厚 生 課 渡辺登美枝 文理学部 楠瀬 勝
本学の昭和50年度永年勤続 者 表彰式は． 開学記念日の 5 文理学部 林 1L 増山繁次郎
月31日午前 11時から学長宗で行われ． 次の勤続3 5年2名． 教育学部 入沢 寿夫 教育学部 山本 秀正
勤続20年1 5名の職員に対し学長から表彰状ならびに記念品 経済学部 渡辺 国男 薬 学 部 田上昇一郎
が贈られた。 工 学 部 山口 信吉 教 養 部 吉田 和夫
勤続.35年 教 養 部 奥貫 晴弘 事 襲 警 橋本 竹二郎
教育学部 坂井 誠一 教育学 部 大 沢 欽治 美学書白野 明
昭和50年度永年勤続者表彰式
海 外 渡 航 者
氏 名 所 属 官 職 渡航 の種類 渡 航 先 国 目 的 期 問
イラク政府原子力 委員会主催による 50. 4. 2 








アメリカ合衆 国 アメリカ電気電子学会の回路とシステム に関する 国際シンポジウム にお
50.4.15 
加川幸 雄 工学 部 教 授 海外研修旅行 いて研究発表を行い， 終了後カナダ
カ ナ ダ の4大 学を訪問し ．討 議 ．意見交換． 5 0. 5 . 16 調査研究を行う。
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職 員 j自 ，息 工学 部
文部事務官 湯浅 健一
文 部 技官 長谷 博行
＜新任者＞ II 浅野 茂
事務局
経 理 部 長 藤田 郡司
丹保 豊一
人 事 課 長 永野太亭阿希 事務補佐員 中村 敦子
北村 和洋
経理 課 長 松田 正毅
文部事務官 能 登 功 技能補佐員 菅田 静子
高城 光雄 教聾部
II 岩永 田育男 講 師 中村 哲夫
II 石田 精一 和漢薬研究所
技術補佐員 荒井 秀行 文 部 技官 門田 重利
学生部
学生部次長 夢丸 博文 事務補佐員 長沢瑠美子
黒田 明美
文理学部 経営短期大学部
教 授 永田 英正 講 師 藤本 正文
助 教 授 三宝 政美
教育学費E 〈住所変更＞
講 師 山地 啓司 文理学部
助 手 笹山 雄一
文 部 技官 小松美英子
教 諭 浜谷 尚 生
II 沖田 昭夫 教育学部
島田 芳一 助 教 授 大沢 欽治
吉田 耕造
田近 恵子 助 手 長谷川 総一郎
II 沢井 悦子 教 諭 尾島 隆保
文部事務官 森井 正 経済学部
川上 重信 文部事務官 黒田 芳雄
経済学部 ヱ学 部
講 師 中山 幹夫 技 能 員 高瀬サチ子




文部事務官 長崎 T吾 教 授 斉藤 節
II 元尾 宏美 佐藤 清雄
薬 学 部





































5月 2 日 公務員宿舎委員会
北陸地区学生部懇話会（於 金沢工業大学）













































































議会 （於 新潟大 学 ）
23日 職 業補導委員会
26日 国語 科研究発表会
30 日 人 事教授会









15～16日 日本教脊大 学協会第一部会 （於 熱海）
16日 附属小学校教育研究発表会
19日 人 事教授会
20 ～21日 日本教育大 学協会北陸地区評議会（於
信州大 学 ）
25日 附属学校合同運動会
26～28 日 日本教育大 学協会北陸地区第 二部会家庭
科 研究協議会 （於 呉羽ハイツ）
28 日 人 事教授会













17日 卒業証書授与 （於 学部長室）
28日 日本海研究所運営委員会
30 日 第3 回人事教授会






22～23日 国立10 大 学経済および経営 学部長・事務
長会議 （於 香川大 学）
24日 第4回教務委員会 （持廻り）
28 日 学部施 設整備委員会
29日 第 1回学部職 業補導委員会
｜
薬 学 部｜
4月 1 日 入試合格発表
5 ～ 7日 日本薬学会 総会 （於 西 の富市）








2 1日 新制 大 学薬学研究科長会議 （於 東 京）

















昭和50年 4 月 ・ 5 月 号 み比子・
27 ～ 28 日 国 公 立薬科大学 （ 部課 ） 長 会議 （ 於 岐
阜薬科大学）
28 日 特 別 講 演 会 （ 柳 田 教 授 ）
30 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会








16 日 専 任教授会
5 月 7 日 一般教授会
研究科委 員 会




｜ 教 養 部 ｜
4 月 7 日 教授会
教授の み の教授会
教務 ・ 補導合 同 委 員 会
16 日 前学期授業開始
23 日 教養部改革小委員 会
30 日 教養部改革小委員 会
5 月 7 日 教授会
教授の み の 教授会
10 日 教養部改革小委 員 会
12 日 全国 国立大学教養部事務協議会 （ 於 信州大
学 ）
13 日 全国 国立大学教養部長会議 （ 於 信州大学）
19 日 教養部改革小委員 会
20 日 X 線間接撮影






4 月 1 日 昭和50年度特殊研究費等 の要求打合せ会
2 日 図書委 員 会
4 ～ 6 日 日 本薬学会 （ 於 西 の 富 市 ）
5 ～ 7 日 日 本医学会総会 （ 於 京都市 ）
8 ～ 10 日 日 本薬理学会 （ 於 神 戸 大 学 ）
12 日 第 1 回 教授会
16 日 第 1 回 人事教授 会
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17 日 第 2 回教授 会
18 日 第 2 凶 人事教授会
30 日 研究科委 員 会 （ 於 薬学部 ）
5 月 6 日 昭和51年度 歳 出 概算要求打合せ会
7 日 昭和50年度特別 設備資事情説明
15 日 第 3 回教授会
第 3 回 人事教授会
16 日 X 線間接撮影
21 日 研究科委 員 会 （ 於 薬学部）
26 日 和漢薬 シ ン ポ ジ 市 ム 打合せ会
｜
附 属 図 書 館
｜
4 月 12 日 図書館 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
15 日 事務打合せ 会
23 日 国 立 大学図書館協議会理事会 （於 東京大学 ）
5 月 2 日 事務打合せ会
8 - 9 日 第25 回北信地区国 立大学図書館協議会
（ 於 福井大学 ）








4 月 1 ～ 7 日 聴講生出 願手続
2 ～ 4 日 入学手続
10 日 入学式
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 新入生歓迎会
12 日 授業開始
14 日 定期健康診断
15 日 第 1 回 教授 会
22 日 新入生 と 助 言教官 と の 懇談 会
2 4  B 昭和50年度前期分授業料減免選考委 員 会
5 月 8 日 第 2 回 教授 会
10 日 第 3 回教授会
18 日 学友会主催球技大会
27 日 第 4 回 教授 会
X 線間接撮影
30 日 昭和51年度概算要求事情聴取 （ 於 文部省 ）
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市五福 3 1 9 0 
印刷所 第 一 共 同 印 刷 株 式 会 社
富 山 市太郎丸1220 - 2 
電話 ⑫ 0 1 9 6 附
